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──周作クラブ会報──

◆
文
学
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　
〈
遠
藤
周
作
と
長
崎
・
五
島
〉

　

５
月
22
日
～
24
日
の
「
遠
藤
文
学
原
点

の
旅
」の
旅
行
説
明
会
を
兼
ね
た
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
加
賀
乙
彦
会
長
も
お
見
え
に
な
る

予
定
で
、
遠
藤
文
学
と
長
崎
、
五
島
お
よ

び
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
等
、
会
長
を
囲
み

座
談
会
形
式
で
行
な
う
予
定
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
行
に
行
か
な
い
方
も
出
席
自
由

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

4
月
24
日（
土
）午
後
３
時
～
５
時

会　

場　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
議
室

　
　
　
　

 

０
３-

５
６
１
４-

５
３
９
１

会　

費　

１
０
０
０
円

　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
き
だ
さ
い
。な
お
、

終
了
後
に
近
く
の
居
酒
屋
で
懇
談
会

（
２
０
０
０
円
程
度
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
遠
藤
周
作
の
新
し
い
Ｃ
Ｄ

	

『
自
分
の
知
ら
ぬ
自
分
』

�

新
潮
社　

税
込
価
格　

２
０
０
０
円

�

２
０
１
０
年
1
月
発
売

　
【
内
容
】　

書
き
下
ろ
し
長
篇
『
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
』
が
刊
行
さ
れ
た
１
９
８
６
年
、
東

京
・
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
52

分
の
講
演
を
収
録
し
た
も
の
。

　

人
間
の
「
外
面
（
そ
と
づ
ら
）」
と
「
内

面
（
う
ち
づ
ら
）」
を
ユ
ー
モ
ア
を
こ
め

て
語
り
つ
つ
、
心
の
奥
底
に
眠
る
神
秘
の

領
域
に
触
れ
る
。

　
　
「
本
当
の
自
分
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、

63
歳
の
遠
藤
周
作
が
語
る
。

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

「
遠
藤
周
作
の
生
涯
と
文
学
～
『
イ
エ
ス

の
生
涯
』・『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』
を
読
む
」

日　

時	

３
月
13
日
、
４
月
10
日
、

				




６
月
12
日
、
７
月
10
日
（
土
）

				




3
時
20
分
～
４
時
50
分

（
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
込
み
の
際
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

				




（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
部

　
　
　
　

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

内　

容	

『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
の
続
編
『
キ

リ
ス
ト
の
誕
生
』
を
読
み
解
き
、

弱
い
弟
子
た
ち
を
変
え
て
い
く
永

遠
の
同
伴
者
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

◆
編
集
後
記

▼
関
東
は
お
だ
や
か
な
お
正
月
で
し
た
が
、
北

陸
や
東
北
は
記
録
的
な
大
雪
が
今
（
２
月
上
旬
）

も
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

▼
１
月
30
日
、
東
京
の
一
ツ
橋
「
如
水
会
館
」

で
開
か
れ
た
新
年
会
の
日
も
、
好
天
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
加
賀
乙
彦
会
長
が
、「
遠
藤
さ
ん
の
会

は
い
つ
も
天
気
が
悪
い
の
に
、
ど
う
し
た
ん
だ

ろ
う
」
と
仰
っ
た
ほ
ど
。「
天
国
で
の
遠
藤
さ
ん

も
年
を
と
っ
て
穏
や
か
に
な
り
、
い
た
ず
ら
心

も
な
く
な
っ
た
の
か
な
」
と
。

▼
こ
の
日
、
久
し
振
り
に
遠
藤
先
生
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
宮
辺
尚
さ
ん
が
「
樹
座
」
の
映
像

記
録
の
中
か
ら
遠
藤
先
生
出
演
の
場
面
を
選
ん

で
、
上
映
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。「
樹
座
」
の

一
端
を
初
め
て
見
た
人
は
興
味
深
か
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
何
人
か
い
た
旧
「
樹
座
」
の
人
た
ち

の
中
に
も
、
泣
い
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

▼
巻
頭
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
長
崎
の

「
遠
藤
周
作
文
学
館
」
創
立
10
周
年
で
す
。
同
時

に「
周
作
ク
ラ
ブ
」発
足
10
周
年
で
も
あ
り
ま
す
。

記
念
の
特
集
号
や
企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
38
号

�

２
０
１
０
年
２
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
編　
　

集　

岡
田
厚
美
、
黒
澤
政
子
、
近
藤
恭
弘
、

　
　
　
　
　
　

高
木
香
織
、
太
原
正
裕
、
矢
内
一
正

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
１
１-

７
９
３
９

●
次
回
の
会
報
発
行
は
５
月
の
予
定
で
す
。

原
稿
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
の
思
い
出

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
10
周
年
記
念
号
（
第

40
号
、
８
月
下
旬
発
行
予
定
）
の
原
稿

を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は
自
由
で
す
。

下
記
の
要
領
に
従
っ
て
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　

会
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
る
新
た
な
る

遠
藤
文
学
と
の
出
合
い
、
ま
た
人
と
の

出
合
い
、
旅
行
や
会
合
、
周
作
忌
な
ど

の
思
い
出
、
会
報
と
自
分
等
、
何
で
も

結
構
で
す
。

︿
応
募
要
領
﹀

▼
手
書
き
、
パ
ソ
コ
ン
い
ず
れ
で
も
結

構
で
す
が
、
必
ら
ず
下
記
の
「
周
作

ク
ラ
ブ
」
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
原
稿
の
長
さ
は
４
０
０
字
～
８
０
０

字
位
を
目
安
に
お
願
い
し
ま
す
。
で

き
る
だ
け
「
タ
イ
ト
ル
」
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
は
６
月
30
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
。

　

以
上
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
せ
ん

か
。
年
会
費
（
９
月
～
翌
年
８
月
）

は
３
千
円
で
す
。
年
４
回
、
遠
藤
文

学
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
載
る
こ

の
会
報
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主

催
す
る
勉
強
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
遠

藤
文
学
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
行
会
な

ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
若

い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
ま
た
会
員
の

方
も
、
ど
う
ぞ
ご
家
族
や
友
人
、
知

人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
下
記
の
加

藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下
さ
れ

ば
、
折
返
し
会
費
振
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。




